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The pu叩oseof this paper is to clarify the issues and features of researches about vertical integration in Japan， 
and to predict the future research of integration. 
The result shows that researches about vertical integration have two periods. The 1'1 period is 1960s.....-1970s. 
Many agricultural econornists have studied vertical integration in view of Marxist econornics. The 2ndperiod is after 
1980s. There are some researchers studied the struc加reconversion of vertical integration with the theory of indus-
trial organization，transaction cost and management in the pork industry in United States. But about domestic verti-
cal integration there are few studies. Zhang and Saito stidied domestic vertical integration in the poul町 indus町 
from view of a new aspect of strategic choice in s住ategicmanagement. 
There is a prediction that vertical integration wil expand in food system，not only in poultry industry，but also in 
other livestock industries，because consumers require it (processed food，high quality and safety food，etc. …).As 
above we need a comprehensive approach about vertical integration in other industries in varied approaches. 
1. はじめに 2. 先行研究の分析視角
フードシステムをめぐるインテグレーションは，これまで インテグレーションをめぐる垂直的忠体間関係の研究では， 
鶏肉産業から端を発し，アメリカではタ}キーや鶏卵， 3つの椀点からアプローチが行われてきた。
物部門へ拡大し，さらに近年，豚肉産業での拡大が著しい。 第1の視点は，産業組織論からである。インテグレ}
日本でも， 1950年代にアメリカから鶏肉の生産システムが ションの定義について， Douglas Needham [5 JやPerloffand 
導入されるとともに，インテグレーションが本格的に始まり， Klaas [10Jがあるo Douglas N eedhamは特定生産物の生産に
鶏卵産業，豚肉産業へ展開し，近年では，背果物における加 おける継続的諸段階を 1企業が遥営することと定義したの
工食品メーカーや外食などによる契約生産を中心とするイン に対し， Per10ff and Klaasは，垂直的インチグレ…ションは
チグレ…ションが拡大し，重要な研究課題として往日を集め 「企業は製品の生産や流通，あるいはサービスの 1つ以上
た。 の継続的段階に関与するjことであるとしインテグレ}
1950年代から1960年代にかけて，インテグレーションの ションを広義に捉えた。また，経済学ではインチグレ}ショ
拡大が急速で， 1970年代半ばから一時期停滞をみせ，また ンを垂直的取引制限として議論されることが多く，取引制限
近年になって，安全性やブランドに対する消費者の需要の高 による利潤の拡大が分析の焦点となりやすい。しかし，それ
まり，高品質な原料の確保および効率的な小売対応などの必 を前提とした議論であり，必ずしも高度な寡占を形成
要性から，インテグレ…ションの展開が再ぴ拡大するように していない産業には適用することが適切であるとはいえない。 
なった。 2の視点は，産業組織論に中間組織の概念を取り入れ
インテグレーションをめぐる垂直的主体間関係についての た議論である。本来産業組織論では主体間関係について市場
研究も，インチグレ}ションの拡大とともに鶏肉産業から鶏 と企業(階層組織)に関心が強かったが，市場でもなく企業
卵や豚肉産業などへと研究対象がシフトしていたO 本論文で の内部組織でもない中間組織の存在が今井ら [lJによって
は，畜産インテグレ}ションをめぐるこれまでの研究を整理 明らかにされた。 O.E.Williamson [17，18Jもその考え方を
し，その展開と課題について検討し，新しい方向性を探る。 取引コスト論に取り入れ，議底的主体間関係について市場取
引と内部組織の問に継続取引を位置づけた。この 3つ
体間関係は取引コストによって選択され，市場取引より継続
取引や内部統合のほうがコストを節約し効率的であるとした。
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第 3の視点は，経営学からのアブ口…チである。インテ
グレ…ションを寡占メーカ}による中小小売業者への一方的
な「系列化Jとして，パワ」関係をめぐって議論が行われて
いたは]。しかし，小売主導型流通システムの形成により
メーカーによる支配力や統御の議論から戦略的提携論が登場
した。この理論は取引主体の双方が準レントの拡大という共
通の目標をもって，提携関係を結ぶことに着目し，延期と投
機の原理で説明しようとした [19J。さらにこの理論はチャ
ネル管理論へと発展したが，これ以上の理論の進展がみられ
ない。
フ]ドシステムをめぐるインテグレーション研究は，アメ
リカでは産業組織論に依拠した計量的手法による実証的研究
が主流である。近年のこれらの研究は，ゲ…ム論的寡占理論
や取引コスト論，または競争戦略論のいずれかを支柱として
いる。また，その分析モデルは推測的変動モデルを利用した
と利潤の分析や，残余需要モヂルによるプライス・コス
ト・マージンの測定が中心となる。研究の内容として，チャ
ネル・リ}ダーである食品産業のマ}ケット・パワ」が，川
上の生産者および川下の小売業への行使や，消費者へのウェ
ルフェアへの影響をめぐって，大量の計量的，実証的分析が
れた。
それに対して，日本ではヂ…タの制限から実証的な研究が
難しく，ケ}ススタデイがほとんどであった。その研究の特
徴は初期では資本論からのアプロ}チが中心であり，資本の
所有関係に議論の重心が置かれた。後の研究は産業組織論や
取引コスト論および経営学の見地から演緒的な手法による議
論の展開がなされた。研究の内容は畜産業を中心に産業構造
の変化，パッカ…やインテグレ…タ}の企業行動およ
者への影響などを S… c-pパラダイムに沿った議論である。 
3. 日本におけるインテグレーション研究の展開と特徴
これまで岡内の農業経済学分野においてインチグレ}ショ
ンをめぐる研究は， 2つの時期に分けられる。第 1期は， 
1960'"'-1970年代が中心で，鶏肉インテグレ…ション
な展開を背景に，農業経済学分野で感んに議論された。代表
的な論者として古田忠，宮崎宏と杉山道雄が挙げられる九
この時期の研究は，畜産経営におけるインテグレーションを
独占資本による農業支配として捉え，独占資本論的な立場を
とるもので、あった。また，インテグレーションについて，契
約型と所有型を合む広義的な理解でほぼ一致していたO
この 3氏の議論はインテグレ…ションの展開条件をめ
く令って，市場独占説と生産力説に分かれる。古田氏は前者で，
後者は宮崎氏である。杉山氏は生産力と市場独占の相互作用
を主張されたが，市場独占を強調した論説からすると市場独
占説に近いといえる。
古田は，日本における総合商社や飼料資本によるインテグ
レ…ションの展開が素雛，飼料，飼養・処理加工・最終販売
まで系列化するだけではなく，最終的には農家と契約生産を
超えた支配関係と，小売過程の系列化に発展するとする認識
を示した。
宮崎は日本におけるインテグレ…ションの形成の要因を生
産力説の立場から農業生産力の発達(技術進歩)による分業
化，紫商の流動資本化，生産物の品質の統一，単位当たり投
下資本カ刈、さいことと生産財市場と生産物市場の結合などに
求めた。
杉山は，独占資本が市場独占と最大利潤を求めて次第に生
産性を高めることにより新たな市場独占を目指すという生産
力と市場独占の相互作用の立場を示した。
生産形態，つまり契約と所帯の選択について，宮崎は資本
がつねにリスク回避的であると同時に，最大の利潤を求めよ
うとする伝統的な企業の論理を機用して説明した。
さらに，古田と宮崎はインテグレーションにおける畜産農
家との関係に関して，インテグレ}ションが総合商社や飼料
資本の出資による処哩場の設置とそれを中心とした契約生産
を通じて，家族農業の経営を崩壊させ，それに対抗する方策
を農協に求めた。
しかし，これらの研究で取り上げられた日本のインテグ
レ}ションの特質はほとんど60'"'-70年代のものマ，
機以降の契約関係の変化や，産業組織の変化を考慮していな
い。すなわち，契約関係では，最低保証契約からインテグ
レータ}が飼学M出格の変化や鶏肉相場の変動リスクを吸収す
る年間一定価格に転換し，さらにインセンテイブなシステム
を取り入れた契約関係に移行するようになった。また，
危機を境に飼料販売からの利益が少なくなり，一部の企業型
資本は国内での鶏肉生産から撤退した。それに対して，商社
資本に対抗するパワ}として期待されていた農協のインテグ
レ}ションも，市場シェアが 4割まで成長した後，停滞す
るようになったO これらと対照的に，地元資本によるローカ
ル・インチグレ}ターが商社資本から自立し，著しい成長を
みせた。…部のローカル・インテグレータ…は競争原理に基
づいて，複数の飼料会社を選択する動きもみられた。
第 2期は， 80年代後半以降で，新山陽子，斎藤修と大江
徹男に代表される論者による研究がある九 3氏はアメリカ
の畜産業におけるパッカ}の寡占化の進展，と畜処理から加
工部門へのインテグレ…ションの拡大や多角化などの構造変
化をめぐって詳細な研究を行った。
新山は寡占パッカ…の企業行動と各段階別の構造の解明に
重心を置き，まず，畜産をめぐるインテグレーションを 3
つの構造に分けて把握したり川上から川下までの垂直的な主
体間関係を連鎖構造，企業の水平的・垂直的統合を結合構造，
さらにその中の構成企業の内部構造と企業行動を企業構造と
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分けて位置づけた。さらに，構造変化の中核である寡占パツ
カーの企業行動について，買収と合併による統合と，一つの
企業体による垂直的な機能の結合とに分離して議論した。ま
た，新山は，垂直的主体間関係について市場メカニズムを重
視し，市場を媒介にした取引形態と価格決定方式の分析から
垂直的な主体間関係を捉えようとした。
このような分析は，ブ…ドシステム全体の構造把握には一
定の有効性があるが，主体聞の関係が被雑になり，一つの主
体の意思による行動を包括的に把握しにくくなる。また構造
変化をもたらす最大の要因であるパッカ}の垂直的・水平的
機能の結合行動の分析が中心である一方，契約と所有の関係
をめぐっては一般的な議論にとどまり，市場を媒介にした取
引形態と価格決定方式の分析から議直的な主体間関係を捉え
ようとした。しかし，国内における食肉の卸売市場経由率は 
14%であり，牛肉でも 18%にとどまり，実質的にオーブン
マーケットの機能がほとんど存在しなくなっている。従って
市場での取引関係や価格形成システムの議論から垂直的な主
体間関係を解明することに限界があり，また，このような捉
え方では調整主体が不明確になりやすい。つまり，パッカ
の行動分析が行われたが，パッカ…を主体とする垂臨的調整
があまり議論されていなし凡
それに対して，斎藤と大江の議論はもっと明快で，パッ
カーやインテグレータ」の垂直的な拡張に注目し，企業行動
や契約関係から垂直的な主体間関係を分析した。しかし，両
者にはいくつかの相違点もみられる。
斎藤は，インテグレーターやパッカーによる垂直的な契約
生産の増加，および加工段階への進出をインテグレ…ション
として捉え，ま長直的な主体間関係や，垂直的調整メカニズム
を契約関係と報酬システムから検討した。
一方，大江はアメリカにおける豚肉産業でのインテグレー
ションの進展を，寡占パッカ」の企業行動から議論するだけ
ではなく，生産者主導の垂直調整にもスポットライトを与え
た。
インテグレ…ションが川上へ進行した要因として，大江は
パッカ…側には供給の最的および質的確保，生産者側には販
路の確保や価格の安定性とリスクの軽減が挙げられ，川下へ
はパッカーによる加工や流通，さらに小売部門への進出が付
加価値の追求のほかに，豚肉の価格変動リスクの分散化によ
る収益性の確保も大きいな要因であるとした。この点に関し
ては，粛藤も同様な議論を行ったが，さらに経営戦略と連動
した販売の有利性を強調した。
また，組織された取引の増加によって，オ…ブンマ…ケッ
ト機能の喪失や，契約と報酬システムにおける情報の偏在が
問題点として指摘された点も両者に共通しているが，その対
応として生産者による新しい農協の結成を取り上げたのが大 
I工である。
以上のように，畜産のインテグレーションをめぐる分析で
は，当初は独占資本による一方的な系列化として捉えられ，
主体間関係の基本である取引の関係が無視され，主体間関係
が十分に議論されたとはいえない。後にパッカー・インチグ
レ…ターの寡占化の進燥による構造変動を契機に，パッ
カ…・インテグレ〕ターの行動分析が焦点、となった。これを
めぐって上記 3氏はアメリカでの新しい構造変化をい
く取り入れた研究成果を挙げているが，その内容にはいくつ
かの問題点も残っている。 
4. 先行研究の問題点と新たな課題
インテグレ…ションの定義には，垂直的にみて同…主体に
よる所有を指すものや，市場取引から所有による統合まで合
むものなど，狭義なものから広義なものまであり，必ずしも
共通の認識が確立されているとはいえない。杉山ら早期の研
究者は，資本の観点から主体間関係を捉え，契約型や所有型
のほかに融資型を合めて広義にインテグレーションを捉えたり
新山はインテグレーションを所有型統合に限定し，市
場取引から所有型統合までの広範な取引関係を「張底的調整J
と定義した。さらに，垂直的所有を買収，合併と垂直的機能
の結合とに細分化し，契約関係と買収による統合を市場での
価格形成システムの分析から主体間関係を捉えようとした。
しかし，囲内では食肉の市場経由率が低く，市場メカニズム
が十分に機能しなくなっている現状では，市場での取引関係
や価格形成方式の議論から垂直的な主体間関係を解明するこ
とに限界がある。また，このような分析では意思決定の観点
からかえって主体間関係が不明確になってしまう。
斎藤は所有型統合をインチグレーションと定義し，所有を
含める多様な垂直的結合関係を[コーデイネーションJと位
置づけたりその研究は，インチグレーターと生産者との契約
生産に焦点を当てて体系的に行われたが，それ以外の形態に
ついての議論が十分とはいえない。
大江は間一主体の所有による結合をインテグレ…ションと
して分離し，契約による各段階の協調的結合を「議直的調整J
として定義した。しかし，実際の議論の中では別々に扱った
わけではなく，所有によるインテグレーションと契約による
垂直的調整を，パッカーの企業行動として一貫した議論を
行っているため，従来の契約生産を含めたインテグレーショ
ンの議論との相違点がみられず，分離して定義する意味が不
明である。さらに，同氏自らも指摘しているように所有の範
聞が必ずしも明確に定められず，契約生産は「意思決定の観
点から垂直的統合に近いJと述べるなど，その区別が不明確
である。
以上のように，先行諸研究ではインテグレーションに関す
る定義や議論の範聞が異なり，統一されていないのが現状で
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ある。しかし，鶏肉産業のようにインテグレ…ターがその戦
略と連動して契約・委託・所有の 3つの生産システムを編
成する行動がみられ，契約と所有を別々の枠組みで議論する
と包括的な瑚解が難しい。インテグレ…ションをめ
的な主体間の協調や統合関係の展開は，インテグレータ}の
戦略的行動によってもたらされ，構造変動として現れている。
これは一つの主体を中心に調整されているため，その調整主
体としてのインチグレータ}の戦略と行動をめぐる分析から，
新たな主体間関係を解明することが重要である。
張・斎藤 [22，24J及び張 [23Jはインテグレーション
をめぐる茸直的主体間関係性を，経済主体による戦略的選択
によって形成されるという新しい視点に立って分析し，
戦略との関連から垂直的主体間関係の解明を試みた。張は戦
略グル}プ論を援用して鶏肉産業におけるインテグレ}タ}
の戦略と企業行動を考察し，インテグレーターによる差別化
の戦略に焦点を当てて，その企業行動および問題点を検討し
たO また，インテグレ…ターと卸売との関係について統合か
提携かの異なる戦略が選択される誘困について事例研究をも
とに解明したほか，生産者との関係については， 3つ
産方式(契約，委託と直営)の選択および報酬システムから
し，さらに契約生産をめぐるコンフリクトを検討した。 
5. 結びと今後の膿開
日本のフードシステムをめぐるインテグレーションについ
ての研究は，デ}タの制限から計量的手法による実証的な研
究はほとんど見られない。初期の研究については，インテグ
レーションについて資本関係を中心に捉えようとした視野の
狭さを指摘せざるを得ない。それに対して，後期の研究は産
業組織論や取引コスト論および経営学の見地から議論が展開
され，そのアブローチが深化された。しかし，後期は相対的
にデ}タが整ったアメリカの商産業をめぐる研究であり，国
内における斎産インテグレ…ションについては，構造変動が
あったにもかかわらず，それについての研究は張のほかにほ
とんどない。また，研究方法でも張は戦略グループ論を応用
した例があるが，今後さらなるアプ口}チの多様化が必要で
あり，産業組織論をめく、ては実証的な研究努力も必要であ
ろう。
インテグレ…ションは鶏肉産業だけではなく，ほかの産業
においてもインテグレーターを中心とする契約生産や，農場
の買収による直営生産が増加してきた。このことにより，今
後はこの議論をほかの産業ヘ拡大することが課題となる。
摘喪
この論文の目的は日本における研究の特徴と論点について
明らかにし，将来方向を展望することである。この研究は 
2つの耐期に分けられる。第 1期は， 1960…何年であり，多
くの農業経済研究者はマルクス経済学の視点からインチグ
レ…ションを研究した。第 2期は例年以降であり，数人の
研究者は産業組織論，取引費用論，アメリカの養豚産業の経
営からインテグレーションの制度的な構造を研究した。しか
し，日本を対象にした研究はほとんどみられなかったO 張と
斎藤は経営戦略と取引の選択という視点から，養鶏産業にお
けるインテグレ…ションの研究を進めた。この研究では消費
者の安全性や品質や加工について広くフ…ドシステムの視点
をふまえることによって，義鶏産業ばかりでなく商産業まで
広げて議論したO
1)吉田 [20，21J，官崎 [3，4 Jと杉山 [15，16Jなど

がある
0 
2)新山 [6，7 J，斎藤 [12，13，14J，大江 [8，引 

を参照されたい。
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